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広告の内容については各広告主へお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは「公社二ュース トキメキ」編集室まで　☎5244-7316　 5244-7328

あだち 公社https://www.kousya.jp/☎5813-3724

当公社に関するお問い合わせはこちら
https://www.kousya.jp/contact/

■イベント講座の最新情報（変更・中止など）はホームページに随時更新します。
■ほかにも事業の紹介をしていますので、ぜひホームページをご参照ください。お知らせ

当公社が主催するすべての講座・イベントは、新型コロナウイルスの感染防止のため、会場の換気や参加者の間隔を空けるなど、「密」にならないよう
配慮しています。また、ご参加いただく皆さんにもマスク着用や、発熱・体調がすぐれない場合は、当日の参加をお控えいただくようお願いします。

「あだち放課後子ども教室」
子どもたちに人気の遊びを紹介!

子ども学講座
～ネットいじめに直面する子どもへの支援～

　ネットやSNS（ソーシャルネットワーキングサービス）でのいじめ、
中傷などが、子どもたちの世界でも大きな問題となっています。今この
問題に直面する子どもたちへ、周囲の大人はどのような支援ができるの
かを学びます。
日時　7月8日（金）午前10時～正
午
場所　生涯学習センター5階　研
修室1（千住5-13-5　学びピア
21）　
対象　主に保護者、地域活動や仕
事で子どもに関わっている方。講
座内容に興味のある方も受講でき
ます。
内容　ネットいじめに直面する子
どもへの支援
※受講生以外（お子さんなど）の入
室はできません。
定員　30人（抽選）　費用　無料
申込方法　電話または申し込み
フォーム
締め切り　6月10日（金）
※当選者の発表は、ハガキの発送
またはメールの送信をもって代え
させていただきます。
※定員に満たない場合は、6月13
日（月）から電話で先着順に受け付
け。

講師　須田誠氏
　　　（東京未来大学教授）

　埼玉県警察本部少年サポー
トセンター資質鑑別専門員、
メンタルクリニック心理士の
ほか、地域保健所などで「不
登校・ひきこもり支援」など
に携わる。

申し込み・問い合わせ
学習・スポーツ事業課
☎5813-3735
平日　午前9時～午後5時

読み語りキャラバンi
イ ン

nギャラクシティ
　読み語りキャラバン隊は、区内
で読み語り活動をしているボラン
ティアです。大型絵本や詩の読み
語りなど、赤ちゃんから大人まで
楽しめるおはなし会です。当日の
プログラムをどうぞお楽しみに。
日時　6月16日（木）午前11時～
11時30分
場所　ギャラクシティ地下2階　
レクリエーションホール3（栗原
1-3-1）
対象　どなたでも（未就学児は保
護者同伴）
定員　30人（先着順）　
費用　無料
申込方法　6月1日（水）午前9時か
ら電話または申し込みフォーム

昨年の様子「999ひきの
きょうだいのおひっこし」

申し込み・問い合わせ
学習・スポーツ事業課
☎5813-3735
平日　午前9時～午後5時

●あだち放課後子ども教室とは
　小学校の校庭、体育館や図書室、教室などで、放課後に子どもたちの
自由な遊びや、学習活動の場を提供する教育委員会の事業です。子ども
たちが安全・安心して楽しく過ごせるよう、地域の方々で組織した実行
委員会が選任するスタッフが見守っています。足立区生涯学習振興公社
はその運営を支援しています。
　今回は放課後で子どもたちに人気の遊びを紹介します。現在も新型コ
ロナウイルス感染予防に注意しながら、楽しく遊んでいる子どもたちの
様子をのぞいてみました。
《室内編》
　コロナ禍の今、一人でも楽しめる遊びが人気を集めています。緩衝材
のプチプチした感触を繰り返すことができるおもちゃでは「気持ちが良
くてずっと触っていたい」と新しい感覚を味わっていました。また、一
つひとつコマを並べる「ドミノ倒し」も人気です。息を潜めながらコマを
並べる眼差しは真剣そのもの。「倒す瞬間がドキドキする!」と笑顔で話し
てくれました。この他にも、お馴染みの「折り紙」や「ぬりえ」も根強い人
気があります。

プチプチ感が気持ちいい 倒れないようにそぉーっと

モルックのピン

あだち放課後子ども教室　見守りスタッフ募集中！
　あだち放課後子ども教室では、子どもたちの活
動を支える見守りスタッフを募集しています。
　ご興味のある方は、下記ま
でお問い合わせください。
※現在、募集をしていない
　�放課後子ども教室もありま
す。

問い合わせ
放課後子ども教室担当
☎5813-3732
平日　午前9時～午後5時

《校庭編》
　校庭では、「モルック」というゲー
ムが注目されています。木製の棒を
交互に投げて、数字のピンを倒し、
得点を競います。投げる時は集中力
を、倒したピンの得点の計算は頭を
使います。チームで対戦するので、
友達同士わいわい盛り上がります。

　子どもたちは、それぞれが楽しみ方を工夫して、今日も元気に活動し
ています。
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